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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年4月10日(2008.4.10)

【公開番号】特開2001-13408(P2001-13408A)
【公開日】平成13年1月19日(2001.1.19)
【出願番号】特願2000-53980(P2000-53980)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/163    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/163   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月25日(2008.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】
　物体側から順に、負の屈折力を有する第１レンズ群と、正の屈折力を有する第２レンズ
群と、正の屈折力を有する第３レンズ群とを有し、
　前記第１レンズ群は１枚の接合負レンズ成分のみからなり、
　前記第２レンズ群は２枚以上の正レンズ成分と１枚以上の負レンズ成分とからなり、
　前記第３レンズ群は単一のレンズ成分からなり、
　広角端状態から望遠端状態への変倍に際して、前記第１レンズ群と前記第２レンズ群と
の間隔が縮小し、前記第２レンズ群と前記第３レンズ群との間隔が拡大することを特徴と
する可変焦点距離レンズ系。
　【請求項２】
　前記第１レンズ群の前記接合負レンズ成分は、物体側から順に、正レンズ成分と、両凹
形状の負レンズ成分との接合レンズであることを特徴とする請求項１に記載の可変焦点距
離レンズ系。
　【請求項３】
　広角端状態における可変焦点距離レンズ系の焦点距離をｆｗ、
　前記第１レンズ群の焦点距離をｆ１、
　前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２、
　前記第３レンズ群の焦点距離をｆ３とそれぞれしたとき、
　２　＜　｜ｆｌ／ｆｗ｜　＜　３．２　(ｆ１＜０)
　０．８　＜　ｆ３／ｆ２　＜　１．６
の条件を満足することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の可変焦点距離レンズ系
。
　【請求項４】
　以下の条件を満足することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の
可変焦点距離レンズ系。
　ν１Ｎ－ν１Ｐ　＞　２０
　但し、ν１Ｎは前記第１レンズ群内の負レンズ成分のアッベ数、νｌＰは前記第１レン
ズ群内の正レンズ成分のアッベ数
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　【請求項５】
　以下の条件を満足することを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか1項に記載の
可変焦点距離レンズ系。
　－２．５　＜　(Ｒ３＋Ｒ１)／(Ｒ３－Ｒｌ)　＜－０．５
　但し、Ｒ１は前記接合負レンズ成分の物体側のレンズ面の曲率半径、Ｒ３は前記接合負
レンズ成分の像面側のレンズ面の曲率半径
　【請求項６】
　前記第３レンズ群は、１枚の両凸形状の正レンズ成分のみで構成することを特徴とする
請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の可変焦点距離レンズ系。
　【請求項７】
　前記第２レンズ群を、物体側から順に、１枚の正レンズ成分と１枚の接合負レンズ成分
とから構成し、前記接合負レンズ成分を、物体側から順に、両凸形状の正レンズ成分と、
両凹形状の負レンズ成分とから構成することを特徴とする請求項１から請求項６のいずれ
か1項に記載の可変焦点距離レンズ系。
　【請求項８】
　前記第２レンズ群を、物体側から順に、１枚の正レンズ成分と、１枚の接合負レンズ成
分と、物体側に凹面を向けたメニスカスレンズ成分とから構成し、前記接合負レンズ成分
を、物体側から順に、両凸形状の正レンズ成分と.両凹形状の負レンズ成分とから構成す
ることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の可変焦点距離レンズ系
。
　【請求項９】
　広角端状態から望遠端状態への変倍に際しては、前記第１レンズ群が移動し、前記第２
レンズ群が物体方向に移動し、前記第３レンズ群は固定であることを特徴とする請求項１
から請求項８のいずれか１項に記載の可変焦点距離レンズ系。
　【請求項１０】
　可変焦点距離レンズ系と該レンズ系で形成された画像を取り込む撮像素子とを有する撮
像装置において、
　前記可変焦点距離レンズ系は、物体側から順に、負の屈折力を有する第１レンズ群と、
正の屈折力を有する第２レンズ群と、正の屈折力を有する第３レンズ群とを有し、前記第
１レンズ群は、１枚の接合負レンズ成分のみからなり、前記第２レンズ群は２枚以上の正
レンズ成分と１枚以上の負レンズ成分とからなり、前記第３レンズ群は単一のレンズ成分
からなり、広角端状態から望遠端状態への変倍に際して、前記第１レンズと前記第３レン
ズ群とは固定し、前記第２レンズ群は物体方向に移動し、前記撮像素子は移動することを
特徴とする撮像装置。
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